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先⽇の学園祭では、多くの皆さまにご来校いただき、誠にありがとうございました。⽣徒

たちはこの⽇のために準備を重ね、それぞれの個性と協⼒の成果を存分に発揮してくれま
した。保護者の皆さま、地域の皆さまの温かいご声援とご協⼒に、⼼より感謝申し上げます。 

さて、いつもより暑さの厳しい 6 ⽉を経て、いよいよ期末テストの時期となりました。学
園祭で培ったチームワークと集中⼒を、今度は学習⾯で発揮してくれることを期待していま
す。体調管理にも⼗分留意しながら、⼀⼈ひとりが⼒を出し切れるよう、教職員⼀同全⼒で
⽀えてまいります。 

引き続きご理解とご協⼒のほど、よろしくお願い申し上げます。 
  
★せんだん祭について★ 
今年度の学園祭は「百花繚乱」をテーマに、６⽉１３⽇・１４⽇に開催されました。残念

ながら天候には恵まれず、⾬模様の中での開催となりましたが、⽣徒たちの熱気と⼯夫あふ
れる企画は、まさに“⾬をも凌ぐ花の⼒”を感じさせるものでした。 

模擬店や展⽰、舞台発表など、それぞれのクラス・部活動が準備を重ねた成果を存分に発
揮し、校内は華やかで活気に満ちた空間となりました。当⽇は保護者の皆様をはじめ、多く
の地域の⽅々にもご来場いただき、会場は賑わいに包まれました。 

悪天候にもかかわらずご来場くださった皆様、そして限られた条件の中で⼒を尽くしてく
れた⽣徒の皆さんに、⼼より感謝申し上げます。 
  
 
 
 
 
 
 

 
来場者数は次の通りです。多くの⽅のご来場ありがとうございました。 

 
⾼校⽣ ３０８名   ⼀般    ２９名    保護者 ８２５名   
卒業⽣ １０５名   ⼩中学⽣ ２０３名 合計 １４７０名 

  



クラス展 優秀クラス 
第１位 ３０３HR ９１票 第２位 ２０９HR ２８票 
第３位 ３０１HR ３０９HR ２０２HR ２６票  
⾼校１学年 モザイクアート 
第１位 １０１HR ３８票  第２位１０４HR ２３票  
第３位 １０７HR ２０票 

   
★今年度新たに赴任した先⽣⽅からの挨拶★ 

 
【106HR 担任 松尾錬太朗  教科：国語  部活：⾼校バレーボール部 】 

  
「休み」と「サボり」の違いを考えたことはあるでしょうか？  

 
「休み」は、もちろん「休息、休憩」ですから⾝体、精神を回復させるためには必要なこと
です。では、「サボり」は？ サボりというのは熟語に直せば「怠慢」でしょうか。つまり
は、やるべきことをやっていないこと、でこれは問題がありますね。  
 皆さん、この学校⽣活でサボらないようにしましょう。⾃分の⼒を伸ばすのに集中できる
期間は、今この学⽣の時しかありません。社会に出れば、当然そのような時間はなくなりま
す。休むのも、遊ぶのも結構。⼤事なのは、それが「休み」なのか、「サボり」なのかを常
に考えることです。  
 ⾼校の期間をいい体験にするために、サボらず頑張っていきましょう。  
 
 
【304・305HR 副担任 横⼭聡志  教科：社会科  部活：男⼦ソフトテニス部 】 

 
普段の学校⽣活で「退屈」という⾔葉を使ってはいませんか？使っている⼈も使ってい

ない⼈もぜひ、「挑戦」という⾔葉を脳に、⼼に、遺伝⼦に、魂に焼き付けてください。  
 

「挑戦」１．戦いや試合にいどむこと。２．困難な物事や新しい記録に⽴ち向かうこと。  
 
インターネットで調べると⼤仰に表現されていますが、新しいことに挑む、これだけで

も⼗分「挑戦」といえるのではないでしょうか。…「挑戦」していますか？朝学校に⾏
き、⼣⽅帰る、の繰り返しの⽇々になっていませんか？個⼈的なこと、興味のあること、
⼩さなことで OK！その⼩さな経験や知識が 1 年後 3年後、もっと先の⼈⽣で華を添えて
くれます。⼈⽣ 100 年時代の⾼校３年間。たったの 100 分の 3。皆さんに退屈している時
間はありません。忙しい学校⽣活を共に創り上げていきましょう！  



★７⽉⾏事予定★ 
 


